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島原支部　北浦　雄一

　物流サービス業を営む（株）トヨコンの明石さんの
労働環境整備の取り組みや採用活動・共育の報告とア
ドバイザーの植田氏より教育者の立場からみる若者の
現状と企業経営者への期待をお話しいただきました。
　まず、明石さんの報告では、14年前から新卒採用
を開始したが当初は定着率が低く、社風や理念に共感

する社員の定着率が良いことに気づき、理念、社風共
感型の採用活動へと転換。採用活動にあたっても経営
者自らが情熱をもって未来像を描き語ることが必要だ
と気づきました。社員一人一人が働くことへの喜びを
実感できる社風が必要で、また会社がもっと人間らし
く成長したいという願いにこたえられる場となること
が必要なのだと感じました。
　植田氏からも、働く場が「人間的自立」の追及の場
となることが必要で、教育現場と同様に会社も人が育
つ場であることが重要なのだと報告されました。お二
人の報告から今後の採用活動にあたっては労働環境整
備や仕組みづくりだけでは自主的社員の確保は難し
く、会社を人間的成長の場、やりがいのある職場とす
る社風づくりも必要だと気づきました。今回一番心に
残った一言「価値ある本物に仲間と出会う」。

日時：2月13・14日（木・金） 　会場：国立京都国際会館

第50回 中小企業問題全国研究集会 in 京都 参加報告

第６分科会

若者に選ばれる企業づくり

〜新卒採用と共育で新しい未来を創る〜

（株）トヨコン　代表取締役 明石  耕作  氏

花園大学教授　名古屋大学名誉教授 植田  健男  氏アドバイザー



　現在、長崎県の特別支援学校では、長崎県
教育委員会が策定した、「長崎県特別支援教
育推進基本計画　第4次実施計画（2019年
～ 2021年）」に沿って、教育を進めています。
その第4次実施計画では、第2章 特別支援学
校の教育の充実　（２）個に応じた指導・支
援の充実について　②キャリア教育・職業教
育の充実が示されています。
　具体的には、「知的障害特別支援学校高等
部における職業教育の充実」「肢体不自由･病
弱特別支援学校におけるキャリア教育の充
実」の2点が新しく示されました。また、第
3次実施計画から充実・継続する取り組みと
して「特別支援学校キャリア教育充実事業」
があり、（１）小・中学部、高等部の一貫し
たキャリア教育の充実（２）高等部における
職業教育の強化（３）企業や関係機関と連携
した就労支援の強化が示されています。
　長崎県の特別支援学校では、高等部卒業生
の就職率を向上させることを目指しています。
本校においても、2015年度、2016年度は就
職率100％を達成し、その後も高い就職率を
保っています。教育活動においては、働くた
めの力を育てるために、多くの企業と連携し

た取り組みを行っています。年間2回の就労
体験実習（現場実習）の実施や就労体験をす
ぐに学校での活動に生かすためのデュアルシ
ステム型現場実習も年間を通して行っていま
す。また、外部専門家として実習活動等のア
ドバイスをいただいています。
　本校は、1991年4月に高等部のみの養護
学校として開校しました。開校時から社会的
自立、職業的自立を目指す学校でしたが、
2018年度に学科再編を行い、普通科に代わっ
て職業学科を開設しました。2018年度の入
学生から職業学科で履修し、職業的自立を強
く意識した教育活動を行っています。今年度
からは、2年生が職業学科の専門コース（生
活サービス科ハウスクリーニングコース、ウ
エアクリーニングコース、流通サービス科事
務流通コース、食品加工・接客コース、環境
デザイン科農芸コース、木工コース）の3学
科6コースに分かれて学習活動を行っていま
す。これからも職業教育の充実とともに、現
場実習・就職に向けた職場開拓や就労後の定
着期におけるアフターフォローの充実などを
進めていきます。会員企業の皆様の御理解・
御協力をよろしくお願いします。

各界からの提言

プロフィール
1964年（昭和39年）1月 長崎県対馬市厳原町阿連で生まれる
1986年（昭和61年）3月 鹿児島大学教育学部卒業
1986年（昭和61年）4月 長崎県立桜が丘養護学校勤務
2017年（平成29年）4月 長崎県立希望が丘高等特別支援学校　校長
 として赴任

長崎県立希望が丘高等特別支援学校 校長 川副  秀夫

福井  義憲  会員（長崎出島支部）

ダイレクト・レスポンスマーケティングを導入し、貴社の売上拡大をお手伝いします。
令和２年２月１日より新事業（サービス）を開始しました。詳細は下記HPでご確認下さい。

福井義憲税理士事務所 税理士 福井 義憲https://www.tkcnf.com/fukui 福井義憲税理士事務所

2

ての判断基準、理念となっています。感動を生む企業
活動には人を惹きつける魅力が詰まっていることを強
く感じました。
　変化の時代を生き抜く経営には、地域における自社
の存在意義を考え、自社にできることは何なのかを考
えて踏み出すことが必要なのだと気づきました。「地
域企業」は地域で必要とされる会社。実践する覚悟を
持ついい機会となる全研でした。

　また、2日目はLINE（株）執行役員の江口氏のより
「足元にあるブルーオーシャン」をテーマに講演いた
だきました。3.11のあと災害時利用の観点から一気に
市場を伸ばしたLINE。いかにイノベーションを起こ
せるか、完璧さよりまず踏み出す勇気が必要なのだと、
踏み込んでみたらまだ誰もやっていない商売がそこに
あるのだとお話しいただきました。LINE（株）の価値
基準としている「WOW」には思わず友達に教えたく
なる感動や驚きという意味を含んでおり、経営におい

して、1階は店舗、2階は新製品開発、3階はホステル
にして地元の情報発信としての役割も担っています。
加えて、近年「まちの灯台阿久根」に有志10名程と
1,200万円を出資、また市が300万円出資して会社を
設立し、取締役に就任しています。
　新商品開発においては、プロのデザイナーとコラボ
してコンセプト、商品ストーリー、デザイン等を独自
の視点で提供しています。また、2019年3月に新工場
を建設し、ハサップ対応も視野に入っているそうです。
　何はともあれグループ参加者全員の感想として素晴
らしい行動力と、資力、情報収集能力はハンパナイと
いうことでした。また、彼の一生の目標、夢は阿久根
のウルメイワシで世界最高峰のアンチョビをつくるこ
とです。アンチョビは、仕込みから完成まで約1年間
かかるとのことなので先の長い事業ですが下園さんな
ら実現しそうな気がします。すばらしい報告でした。

諫早支部　古川　無逸

　第10分科会の報告は、鹿児島阿久根市の干物加工
業の会社の3代目である下園さんです。彼は、いわゆ
る斜陽産業である干物加工業において「ひと手間加え
る」というキーワードの企業理念を掲げ、それをもと
にぶれないように行動し、新商品の開発、売り先の開
拓をして地域の発展も考えながら頑張っています。
2017年に商店街の空きビルを購入しリノベーション

第 10 分科会

今あることに一手間加え、

それを誇り楽しみ、人生を豊かにする

〜すべては企業理念を基に!

苦境に立たされた干物業界に挑む若き3代目の挑戦〜

（株）下園薩男商店　代表取締役社長 下園  正博  氏
鹿児島国際大学

経済学部経済学科　准教授 松本  俊哉  氏アドバイザー



　現在、長崎県の特別支援学校では、長崎県
教育委員会が策定した、「長崎県特別支援教
育推進基本計画　第4次実施計画（2019年
～ 2021年）」に沿って、教育を進めています。
その第4次実施計画では、第2章 特別支援学
校の教育の充実　（２）個に応じた指導・支
援の充実について　②キャリア教育・職業教
育の充実が示されています。
　具体的には、「知的障害特別支援学校高等
部における職業教育の充実」「肢体不自由･病
弱特別支援学校におけるキャリア教育の充
実」の2点が新しく示されました。また、第
3次実施計画から充実・継続する取り組みと
して「特別支援学校キャリア教育充実事業」
があり、（１）小・中学部、高等部の一貫し
たキャリア教育の充実（２）高等部における
職業教育の強化（３）企業や関係機関と連携
した就労支援の強化が示されています。
　長崎県の特別支援学校では、高等部卒業生
の就職率を向上させることを目指しています。
本校においても、2015年度、2016年度は就
職率100％を達成し、その後も高い就職率を
保っています。教育活動においては、働くた
めの力を育てるために、多くの企業と連携し

た取り組みを行っています。年間2回の就労
体験実習（現場実習）の実施や就労体験をす
ぐに学校での活動に生かすためのデュアルシ
ステム型現場実習も年間を通して行っていま
す。また、外部専門家として実習活動等のア
ドバイスをいただいています。
　本校は、1991年4月に高等部のみの養護
学校として開校しました。開校時から社会的
自立、職業的自立を目指す学校でしたが、
2018年度に学科再編を行い、普通科に代わっ
て職業学科を開設しました。2018年度の入
学生から職業学科で履修し、職業的自立を強
く意識した教育活動を行っています。今年度
からは、2年生が職業学科の専門コース（生
活サービス科ハウスクリーニングコース、ウ
エアクリーニングコース、流通サービス科事
務流通コース、食品加工・接客コース、環境
デザイン科農芸コース、木工コース）の3学
科6コースに分かれて学習活動を行っていま
す。これからも職業教育の充実とともに、現
場実習・就職に向けた職場開拓や就労後の定
着期におけるアフターフォローの充実などを
進めていきます。会員企業の皆様の御理解・
御協力をよろしくお願いします。

各界からの提言

プロフィール
1964年（昭和39年）1月 長崎県対馬市厳原町阿連で生まれる
1986年（昭和61年）3月 鹿児島大学教育学部卒業
1986年（昭和61年）4月 長崎県立桜が丘養護学校勤務
2017年（平成29年）4月 長崎県立希望が丘高等特別支援学校　校長
 として赴任

長崎県立希望が丘高等特別支援学校 校長 川副  秀夫
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らいたい！との一念で
す。次世代を担う地域
の子供たちにとっても
有意義なことです。
　報告を受けて、ディ
スカッションテーマ
は、「山㟢社長の地域
に根ざした新規事業を

皆さんはどう思われますか？山㟢社長にアドバイスを
お送り下さい」「私たち経営者は地域活性化（賑わいを
取り戻す）のために何をすべきですか？」の二段構え
です。

･ Ｔシャツデザインコンテストを開催しモノづくり
の技術力をアピールの場にしてはどうか？

･ 西海市の自然の魅力を活かしキャンプや自然サウ
ナ体験、周遊ツアーの企画はどうか？たくさんのア
ドバイスは、モノからコトへ。さらにモノとコトの
融合による相乗効果が狙いと考えました。これは、
地域の活性化にとって重要なアイディアかも知れま
せん。

･ 現状より広い商圏（県内外を問わず）の拡大を図
るチャレンジしていく

･ 固有の風土風習なのか？「出る杭は打たれる」閉
鎖的な雰囲気が残る地域（田舎）ではあるが、「若
い衆」の活動、活躍を長い目で見守り次世代を育て
ていく土壌も重要

･ 後継者を育て事業を継続し、雇用の継続と創出、
また地域経済への貢献こそが大事

　ディスカッションは短い時間でもありましたが、地
域の賑わい（活性化）へ向けてヒントが目白押しとな
りました。これらをなすべき課題は多々あるものの、
私たちが住む地域と次世代のために熟慮しなければな
らない思いです。
　「限界集落」とか「シャッター通り商店街」だとか
嫌な言葉が使われ、それに慣れてしまう怖さも、「小
さくともいい例会」ができていれば何とか立ち向かえ
ることができるんじゃないか？と、そんな例会でした。

（文責　中村　勝志）

　オリンピックイヤーで華やかな年の始まりかと思い
きや、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い重たい
空気が覆い、地域経済にとっても暗雲立ち込めるかも
知れません。危機感がつのります。地方創生が提示さ
れて久しいのですが、近年地方では個人商店さえ、人
口流出や自然減による人手不足と売上減、または経営
者の高齢化と後継者不足による廃業が相次いでいるも
のも現実かと思います。しかし地域における賑わい

（活性化）を語るうえで、忘れてはいけないのが、や
はり私たち中小企業や小規模事業者と考え、昨年より
この例会を企画いたしました。
　山㟢さんは、西海市に本社工場を有する41歳若き
二代目。同友会会員の中でも地域の経営者の中でも若
い世代の代表格でもあります。

「製造業の刺繍加工においても、社員の皆さんに自由
な休暇取得を提示することで『働きやすさ』と家族的
な雰囲気を創り上げ社風とし、図らずも『働き方改革』
の先鞭をつけたかたちとなっている」

「製造と共に販売やサービスを提供する場として、佐
世保市内にアンテナショップを開店。オリジナルグッ
ズ、オリジナルサービスの開発などエンドユーザーと
の接点の拡大を目指している」

「地元西海市の行事には積極的に参加し自社製品を販売
している、また独自のイベントをも企画運営している」
等々、地域に根ざした経営と自身の行動力を報告され
ました。
　またこれらの活動の集大成として、その拠点を本社
前に建設することも報告されました。
　地域住民はもとより県内外から集客し、企業として
西海市の自然や特有の文化をより多くの人に知っても

長崎浦上支部 例会報告
日 時 2 月 20 日（木）18：30 〜 21：00
会 場 長崎新聞文化ホール・アストピア

テ ー マ 継承３年を経て次の一手！
目指す経営戦略

報 告 者 （有）山㟢マーク　代表取締役社長
　山﨑　秀平　会員（佐世保支部）

出席者数 35名（会員28名、ゲスト2名、他支部5名）
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て、できるだけ身近なテーマでディスカッションして
ほしいとの想いでテーマを決定したことが実を結び、
各テーブルとも活発な意見交換が行われたようです。
　個人的には、経営指針（経営理念）の根幹をなすと
いうべき同友会の「労使見解」への理解をまずもって
全会員が共有し「人を生かす経営」の実現を果たして
いくこと、このことについて引き続き社会保険労務士
としても経営労働委員会活動に関わっていくことを自
覚した例会となりました。

（文責　横田　哲）

　今年度より長崎出島
支部の経営労働委員長
を仰せつかっている社
会保険労務士の横田と
申します。同友会に入会
してまだ２年足らず、経
営労働委員会というよ
り委員会活動そのもの
についての理解が不十
分な私が今回の支部例
会の担当をさせていた
だくことになった時、ま

ず頭に浮かんだことは、経営労委員会が目指すことを
みなさんと共有したいということでした。そのため、
報告者として県経営労働委員長の宇土さんをお招き
し、上記テーマで「そもそも経営指針とは」という観
点から報告を行っていただきました。
　グループディスカッションでは、「あなたの会社は
10年後どのようになっていますか？～そのためにあ
なたは何をしますか？」というテーマでディスカッ
ションを行いました。事前のシミュレーションにおい

でした。
　そして、野中委員長から今回の報告趣旨説明が行わ
れ、野副さんから報告をいただきました。
　野副さんの経歴、事業所の成り立ちの説明。1982
年から始まった外国人技能実習生受入れの実情、50
名未満の会社が受入企業の約8割を占め、ベトナム・
中国といったアジア諸国が主な受入者の出身国である

　平野さんのスローガン唱和、谷副支部長の挨拶から
始まり、新入会員バッジ贈呈、ゲスト紹介の後、京都
全研の報告がありました。
　そして、（福）とみのはら福祉会の堤さんによる事業
所紹介では、保育と養育を実践していること、十数事
業所の紹介と新規立上げ予定の事業の紹介がありまし
た。障がいというものは越えるものであり、個人だけ
でなく社会全体で乗り越えるものであると力強い紹介

大村支部 例会報告
日 時 2 月 20 日（木）18：30 〜 21：00
会 場 長崎インターナショナルホテル

テ ー マ ひろがる無限の可能性
～外国人技能実習生を受け入れてみませんか？～

報 告 者 （株）登利亭　代表取締役
　野副　智徳　会員（諫早支部）

出席者数 35名（会員33名、ゲスト1名、他支部1名）

長崎出島支部 例会報告
日 時 2 月 25 日（火）18：00 〜 20：30
会 場 ホテルニュー長崎

テ ー マ
経営指針づくりは、人を生かす経営の原点
～仕事を通じてやりがい、生きがい、誇りと
喜びを目指す企業へ～

報 告 者 チェンジコンサルティング（同） 業務執行社員
　宇土　敏郎　会員（大村支部）

出席者数 46名（会員36名、ゲスト6名、他支部4名）
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の実績を入れ込みながらのわかり易い説明でした。
　グループディスカッションにおいては、農業関係は
不人気であること、実習を終えた方を利用した海外展
開も視野に入れることが可能ではないかなどの意見が
ありました。そして、住居確保など、費用は思った以
上に発生するという率直な意見もでました。
　避けては通ることができない人手不足という課題を
直視し未来につなげる手段の一つであるということを
改めて認識させていただきました。

（文責　本澤　崇）

ことの説明。面接から受け入れまでの流れ、受入準備と
入国後の流れなどを数字と写真を織り交ぜながらの報
告でした。費用に関しては、組合への費用は月換算で
約6.3万円であることなど、そして主だったメリットは
国際貢献・人材の確保・作業効率の向上・社内の活性
化などを挙げていただきました。その中でも安定した人
材確保・人材の定着が可能・採用コストの削減・事業
規模の拡大が見通すことが可能であるとのことでした。
デメリットは職種による雇用期間のバラツキ・費用の面・
文化の違いによるトラブル・失踪のリスクなどを報告者

を学ぶ、最初の問いです。
　今まで当然だと思っていた「常識」がどうも違って
いたのかも、と会員皆驚きと戸惑いと共に、これから
の働き方について大変勉強になりました。
　「障がい者雇用の取り組みについて」「外国人雇用の
状況について」「保護司との連携について」「LGBTQに
配慮した環境の工夫」「高齢者雇用について」「これから
のチャレンジ」など、盛りだくさんの内容に貞松さん
は、ここまで考えて行動しているのかとびっくりしま

　今回は、青年経営者会との合同例会で、ダイバーシ
ティマネジメントについての報告でした。
　実際に実践されている貞松さんの報告を受け、今ま
でダイバーシティ =多様性という表面的な言葉しか
理解していませんでしたが、こんなに広く深いもの、
また優しいものだと実感しました。
　「常識とは誰が決めた、誰の価値観なのか。」多様性

諫早支部・青年経営者会 合同例会報告
日 時 2 月 20 日（木）18：30 〜 21：00
会 場 ロイヤルベルズ諫早

テ ー マ Diversity Management
～ダイバーシティ マネジメント～

報 告 者 （福）ながよ光彩会　理事  統括施設長
　貞松　徹　会員（長崎出島支部）

出席者数
46名（諫早支部32名、ゲスト7名、他支部7名、
青年経営者会11名（諫早支部及び他支部と一
部重複））
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　その後のグループディスカッションでは、ダイバー
シティの実践とは？やはり相手の立場や思いを尊重す
る。最初から拒否せず相手を知り、受け入れるなど寛
容さではないかと意見がでました。
　「違う」ということを前向きに考え、働き方も多様
化させることは、まさに「持続可能な開発目標」だと
思います。

（文責　諫早支部　三宅　ちはる）

した。
　たとえば、外国人雇用のために職員をスリランカ等
に派遣し、外国人労働者の立場を実感してもらう。前
科があっても再就職できれば再犯率が低いというこ
と。LGBTQは人口の7パーセントということで、特
別なことではないので、当然トイレや更衣室なども配
慮した設備にする。等々、貞松さんの熱い思いが伝
わってきました。

　また、ダイバーシティの取り組みの対象は社員だけ
でなく、利用者である高齢者の方々にもおよんでい
る、という実例（習い事の先生になってもらう）を交
えて説明していただきました。
　貞松さんの報告内容は出席者の皆様にとっても印象
的だったようで、例会後の懇親会のときも諫早支部会
員の方を中心に質問攻めに遭っていました。
　今回は初めて県央エリアが担当しておこなった例会
でした。青年経営者会としては今後も県南だけでなく
県央、県北エリアでも定期的に例会を開催していく予
定です。例会を盛り上げていくために各支部の皆様に
も積極的にお声かけしていきたいと思いますので青年
経営者会をよろしくお願いします。

（文責　青年経営者会　北川　亮 ）

　2月の青年経営者会の例会は県央エリアが例会担当
だったことがきっかけとなって、諫早支部と合同で開
催されました。報告者は出島支部所属で青年経営者会
の会員でもある貞松さんでした。貞松さんには自社で
取り組まれているダイバーシティに関する様々な取り
組みについて報告していただきました。
　貞松さんが理事を務めている（福）ながよ光彩会は
老人ホーム、介護施設を運営しています。その施設の
中では多くの人が働いていますが、ながよ光彩会では
障がい者、外国人、前科者の方々も働いています。そ
ういった方々を受け入れるための様々な取り組みにつ
いて詳しく説明していただきました。その他LGBTの
方や高齢者の方に対する取り組みなども報告していた
だきました。

作業内容や雇用に至る
きっかけなどを動画や
写真を交えて詳細にご
説明いただきました。
また障がい者雇用を実
践している他支部の会
員のインタビューや障

がい者雇用における補助金・助成金についての他支部
の例会の様子もあり、報告を聞くまでは単純な作業の
みをしている印象を持っていた会員も複雑な作業をこ
なす動画を見て障がい者雇用のイメージを覆されたよ
うです。特に障がい者雇用を通じて、同じ理想を持つ
仲間に出会い同友会へ入会をされた菅原さんのお話は
印象に残りました。
　グループディスカッションでは「障がい者雇用を戦
力とした場合、あなたの会社でできる仕事はあります

　島原支部2月例会は県ダイバーシティ委員会の前委
員長である菅原さんと現委員長の寺尾さんに委員会の
取り組みを報告いただきました。
　報告では自社で雇用されている障がいを持った方の

島原支部 例会報告
日 時 2 月 20 日（木）19：00 〜 21：00
会 場 HOTELシーサイド島原

テ ー マ ダイバーシティを知ろう
～長崎県ダイバーシティ委員会の取り組み～

報 告 者

（有）菅原産業　取締役
　菅原　千代枝　会員（長崎出島支部）

（有）東友建設　営業部長
　寺尾　昌晃　会員（諫早支部）

出席者数 24名（会員21名、ゲスト1名、他支部2名）
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前田さんが心がけてい
ることです。
　よくお客様に「楽しそ
うに仕事しているね」と
言われるそうです。おか
げさまで現在はトラッ
クフル稼働で、それでも
仕事が追い付かないほ
ど順調に事業が進んで

いるそうです。また、人手が不足してきているので、
社員を増やしたい、社員の育成をどうしたらいいの
か？などの現在4年目を迎えての悩みなども包み隠さ
ずにご報告されました。
　前田さんの報告を聞いて、私は自分の原点とは何だ
ろう？と考えたり、営業活動について考えたりなど、
とても学ぶことが多かった報告でした。
　また、前田さんが自分がやりたいこと、やらないと
いけないことを行うために、外注できることは外注し、
社員に任せるところは任せることにしていると言われ
ました。4年目で順調に行っていても、きちんと自分
がやるべきこと、次のビジョンをきちんと考えており、
すごいなと思いました。
　（株）笑心一のキャッチフレーズである「なんだか
頼れるゴミ屋さん」このフレーズに納得の報告でし
た。私ももっと仕事を楽しんでいきたいと思います。

（文責　府川　正樹）

　前田さんは2016年に開業、現在4年目、社員3名で
産業廃棄物の収集や一般家庭のゴミ回収・遺品整理な
どの事業を行っています。前田さんの実家は前田釣具
店という釣具店を経営しており、幼い頃からご両親の
お客様に対する姿勢や働き方を見て育ちました。よ
く父から「人に迷惑をかけるな」「人の二倍三倍も働
け」「お客様に挨拶をしろ」「金持ちになれ」と言われて
育ったそうです。
　さらに良く言われたことが、「誰のおかげで飯が食
えているのか？それはお客様がお金を払って商品を
買ってくれるからだ、そのお客様には頭を下げて感謝
しろ！」その幼少期の頃に学んだことが前田さんの原
点だということでした。「お客様といつも笑顔でコミュ
ニケーションをとる」「会話をする中でお客様の困りご
とに対してアンテナをはり解決を心がける」現在でも

く場を提供することが今まで以上に望まれます。一定
数以上を雇用する企業には障害者雇用率制度が設けて
あり障がい者を雇用することが義務とされています。
私の会社でも数名の障がい者を雇用する義務があるの
ですが雇用しても中々長続きしないなど雇用の定着
化が問題となっています。しかしそれは障がいの有無
に関わらず企業に付いて回る課題です。労働環境を整
備し、いかに適材適所に配置するか、どのように人と仕
事をマッチングさせるか雇用する側にも資質が問われま
す。企業が貴重な人材を生かす手段を磨くこと、障が
いをもっていても様々な業務に携わり社会へ貢献してい
る方がいらっしゃることを学ばせていただきました。

（文責　池田　聖典）

か？」というテーマで4つのグループに分かれ議論が
交わされました。
　すでに自社で障がい者雇用を実践されている会員や
雇用における助成金申請などのサポートを業務として
いる会員からの体験談、またこれから障がい者雇用を
考えている会員とまったく考えていなかった会員からの
雇用への問題点など様々な角度からの意見が飛び交い
ました。質疑応答の際にはゲストの島原特別支援学校・
池田先生から障がいを持った生徒たちが普段いかに社
会に出るための実習を学び一人一人の特性に合った進
路を考え実現させているかのお話をいただきました。
　今回の報告で業種や企業の規模に関わらず人手不足
が深刻化している現在、企業も障がい者を雇用して働

佐世保支部 例会報告
日 時 2 月18 日（火）19：00 〜 21：00
会 場 avanti

テ ー マ 天職に出会えて ～楽しむ営業～

報 告 者 （株）笑心一（エコイチ）　代表取締役
　前田　忠信　会員

出席者数 46名（会員39名、ゲスト5名、他支部2名）
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　また、課題として業績に
直結するような、営業活動
や製品化が急務であると
の意見もあり、懇親会でも
熱い意見交換がおこなわ
れた。

　グループディスカッションでは｢あなたは事業を通
して何を取り組んでいますか？ ｣のテーマで、こちら
でも2グループにわかれて自社で取り組んでいる、各
企業の強みとも言える営業方針やルーティン化した営
業スタイルについて意見交換をおこなった。

（文責　前川　浩二）

　今回の例会には、川久保さんに加え、代表取締役の
古川氏も同席参加。同社が長年研究開発・製品化に
至っている｢ハイブリッド溶存酸素発生装置｣の性能
や実験成果、技術の応用による具体的な販路や、導入
事例について惜しみなく報告いただいた。また、売上、
利益の推移についても開示され業績課題についての報
告もなされた。
　同社が、開発された技術は農業漁業界に革命的成果
をもたらす可能性を秘めており、質疑応答では、とり
まとめられた質問にとどまらず、直接挙手による質問
に移行し、活発な意見交換がなされた。

・今後の展望
・同友会で学んだこと、学びたいこと
などについて、一人につき10分のディスカッション（5
分の報告と5分の質疑応答）を行いました。結論から
書きますが、両グループとも前回以上に活発な話し合
いが行われました。1グループを6 ～ 7名の小集団に
したことで、間近で発表者の想いを聞くことができ、
また感想やアドバイス、質問を直接伝えられるように

　今回は合計13名の参加でした。うち１名は新会員
の小柳一祐基さん。障害者の就労移行支援・就労継続
支援を行われている（株）カネヒロの代表取締役です。
本日バッジの贈呈が行われましたが、まだ30歳と若
い小柳さん。どんな活躍をしてくれるのか楽しみです。
　さて今回は昨年7月に続き2回目の全体ディスカッ
ションでした。今回は全体を2つのグループに分け
・経営者になったきっかけ
・自社の強み
・悩みや弱み

北松浦支部 例会報告
日 時 2 月 25 日（火）18：30 〜 20：30
会 場 松浦シティホテル

テ ー マ （株）ライティアの経営計画発表

報 告 者 （株）ライティア　取締役常務　
　川久保　稔美　氏

出席者数 14名（会員11名、ゲスト3名）

五島支部 例会報告
日 時 2 月19 日（水）18：30 〜 21：00
会 場 福江総合福祉保健センター

テ ー マ 第 2 回全体ディスカッション
～グループ報告例会～

出席者数 13名（会員13名）
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などの説明がありました。分科会については23分科
会ほとんどの報告者の選定が終わり、九州・沖縄ブ
ロックからは鹿児島の永田さんが報告されることが
決まりました。続いて各県の参加目標の確認があり長
崎同友会は25名の参加目標となりました。
　次に②2024青全交開催地選定のスケジュールにつ
いて説明がありました。青全交開催希望の県は今後発

専務理事　山口　善也

【議題1】青全交、青年部連絡会について

　まず、①愛知青全交の企画概要等、愛知の副実行委
員長より説明がありました。前回からの変更点として
分科会の会場を2箇所追加、分科会終了時間の変更（17
時15分終了）、その他に参加費25,000円（宿泊費別）、

できる場である）
　このすべてに共通しているのが、本気と本音で語っ
ているのか！行動をおこしているのか！ということで
した。
　グループ討論では、「本気本音の付き合いをしてい
くためには」に絞られて、役員会後にもディスカッ
ションをしたい、日ごろの付き合いからしか本音は生
まれない、いきなりの時短でどんどん本音でいく方が
いい等、いろんな議論がなされました。
　今回も中同協青年部連絡会に参加をすることがで
き、全国の素晴らしい経営者の皆さんと交流をするこ
とができました。また全国行事に参加できるように頑
張って参ります。 

青年経営者会　会長　飛田　精一

　議題1では、愛知青全交の企画概要等について議論
され、長崎としても25名の参加目標を設定させてい
ただきました。
　また、2024年の青全交開催地選定についての議論
では、愛知青全交の時にプレゼンを行い、投票で決め
ることとなりました。条件としては、開催時に現役で
あること、理事に承認されていること等がありました。
　2030年ビジョン策定プロジェクトについては、本
気本音の議論が展開され圧倒されました。
　議題2では、各同友会青年部活動の現状と課題、展
望についてパネルディスカッションを「近畿圏青年部
サミット」を通して近畿ブロックの青年部役員で行わ
れました。現在発展している県があれば、そこを全て
真似している県もあり、自分たちにも当てはまるよう
な現状や課題に直面しながらも前進していっている実
体験を聞くことにより学ばせていただきました。
　1つ目は、実際に会社に生かせているのか（会社が
発展しているのか）
　2つ目は未来のために何をしないといけないのか

（新メンバーの面倒をしっかり見るという伝統をつくる）
　3つ目は、リーダーが集まり会を運営していく（自
社の現在が間違っているのか、合っているのかを確認

第 27 回 中同協青年部連絡会 in 京都 参加報告
日時：2 月 12日（水）13：15 ～ 17：00　会場：コープイン京都

に繋がったと思います。
　労使見解の解釈など難し
い話も出てくるなか、業態
も業界も異なるメンバーを
2人のグループ長が上手に
さばき、盛会のうちにタイ
ムアップとなりました。
　個人的な感想ですが少し
内容を変えるだけで自社の
ミーティングや教育にも生

かせるディスカッションだったと思います。
（文責　高細　圭一）

なりました。全員が発表者にも聞き手にもなるので、
冗長になりがちな場が時を忘れるほど盛りあがること
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であることが確認されました。

【議題2】各同友会青年部活動の現状と課題、展望に

ついて

　①近畿ブロック各県青年部代表経験者によるパネル
ディスカッションでは、近畿サミットに対する思いや
合同例会の開催意義などが話し合われ、県によって
様々な違いがありその違いを共有し成長に変えている
ところは素晴らしいと思いました。その後のグループ
ディスカッションでは、青年部やブロックのあり方に
ついて討論し、何のために集まって青年部活動をして
いるのか今一度ひとり一人が再確認し主体的に活動し
その姿を見せることによってお互いが切磋琢磨できる
環境がつくられていくのではないかというまとめとな
りました。
　最後の中山幹事長の挨拶では会員5万名達成に向け
て若い力がとても重要であり短い期間ではあるが最後
まで頑張ろうというお話で終了しました。

表される中同協青年部連絡会2030VISIONに則った開
催意義や目的をプレゼンテーションで発表し、その中
から各県1票ずつの投票によって決定することになり
ました。
　次に③2030ビジョン策定プロジェクトについて梅
田委員長より第2素案の発表と説明がありました。
「我々青年経営者で、次代へ誇れる豊かな世界を創
ろう」

（青年経営者づくり）学びを体現する次世代リー
ダーとして全人格的成長を遂げる

（企業づくり）多様性を活かし、人と地域が輝く企
業を創ろう

（同友会青年部づくり）本気本音で関われる仲間を
地域に増やし、世界へ拡げよう！

上記素案を基に6月の連絡会までに発表されるという
ことでした。
　次に④同友会運動の将来展望について中同協の中山
幹事長から中同協設立50周年を迎えての10年ビジョ
ンの発表と説明がありました。

１．一人ひとりのすばらしさが発揮できる企業づく
りをすすめます

₂．中小企業憲章の精神を体現し広めます
₃．強靭な組織をつくります
₄．同友会理念を実践し、世界へ発信します

上記ビジョンが発表されました。その後、各ブロック
の活動報告と次の連絡会の開催予定が新潟女全校終了
後（第28回2020 年6月19 日（金） 13：00 ～ 16：00）

第２回 SDGs 勉強会 開催報告
日時：2 月 4日（火）18：30 ～ 21：00　会場：「えきまえ」いきいき広場

講師：藤田　智絵氏 （SDGs de 地方創生 公認ファシリテーター）　テーマ：カードゲームで学ぶSDGs

出席者数：25 名（会員17 名、ゲスト３名、講師サポート　儀間　由里香氏、事務局 4 名）

つながります。行政と協力して長崎への移住者に空き
家を提供すれば、人口増加につながります。エコ住宅
を推進すれば、環境対策になります。
　SDGsの17項目の中で何が当てはまっているのかに
関心を持って取り組んでいけば、誰一人取り残さない
社会に向けて繋がることを学びました。

　あるべき未来に向け
て国連がSDGs（持続可
能な未来）を2030年ま
での目標として実施さ
れています。
　この勉強会では、カー
ドゲームを使って未来
の長崎を想定し、人口・
経済・環境・暮らしの
関連事業を起業し街を

つくっていくものでした。プレイ中、人口減少・経済
衰退が起こってゲームが先に進まなくなってしまいま
した。これは今の長崎に当てはまることです。
　例えば自社の不動産業においては、店舗賃貸を行え
ば、集客があり、経済効果が上がり、暮らしの向上に
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福祉の森グループ創立10周年記念祝賀会 開催報告

メッセージや、これまでのグループの歩みを映像化し
たものを上映。ご利用者様も一緒になって、メッセー
ジに参加して下さったり、いつも作業している畑で
撮ったものもあったり、各施設の特色がにじみ出たも
のとなりました。余興や上映を楽しみながら、各テー
ブルの会話も弾み、2時間の祝宴はあっという間に終
わりを迎えました。
　今後とも、引き続き、働きやすい職場づくりに取り
組んでいくとともに、ご出席いただいたご来賓の方々、
支えて下さる地域の方々、ご利用者様に感謝しながら、
職員一同手を携えて一歩一歩着実に歩んでいきたいと
考えています。

　福祉の森グループは2019年10月20日に創立10周年
を迎え、これを記念して2020年2月8日、サンパーク
吉井様にて祝賀会を開催しました。
　大勢のご来賓にご出席いただき、参議院議員 古賀
友一郎様、佐世保市長 朝長則男様、県議会議員 吉村
洋様、県議会議員 宮島大典様より、ご丁重なる祝辞
を賜りました。
　吉井町の五蔵太鼓社中様には祝太鼓で、佐世保市の
青嵐様には、華麗な演舞で華を添えていただき、また
佐世保市議会議長の崎山信幸様には乾盃のご発声を、
水交会会長である外村尚敏様には、ユーモアを交えな
がらの万歳三唱で、会を締めくくっていただきました。
　他にも、職員が業務の合間を縫って作成したビデオ

だっているのかを知らせて、仕事に誇りを持っても
らいたいと思います

（文責　長崎出島支部　梶原　由美）

【参加者の声】※アンケートより一部抜粋
Q．本日の学びや気づきを今後の経営もしくは仕事に

おいて、どのように生かしていきますか？
 
・環境問題を考えながら仕事を進めていきたいです
・ひとりよがりでなく、皆さんと協力して経営、地域

貢献の必要性を感じました
・取り組んで行くなら、無理せずできることから。全

社で社員と共に共有し、実行していくことが大事だ
と思いました

・職場のSDGs勉強会に生かすことができます
・社員に共有し、我々の仕事がどのように社会に役

報告者：（株）西海福祉の森　代表取締役　宮田  京子（北松浦支部）

上記は創立10周年記念祝賀会の写真です。

毎年新年仕事始め式では、目標と
する漢字一文字を決めます。今年
の漢字は「歩」。力を合わせ、一歩
一歩歩んで参ります。

上記は今年の新年仕事始め式の集合写真です。

歩
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会員活躍

（上）長崎新聞  2 月 8日　長崎浦上支部　吉田 清規  会員ほか
（下）長崎新聞  2 月 14日　北松浦支部　　坂野 弘樹  会員

長崎新聞  2 月 7日 佐世保支部　岩重 聡美  会員

長
崎
新
聞  

2
月
15
日
　
大
村
支
部
　
　
山
口 

成
美  

会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
世
保
支
部
　
村
上 

庄
司  

会
員
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長崎新聞  2 月 27日 諫早支部　末次 司  会員

（
左
）長
崎
新
聞  

2
月
21
日
　（
右
）長
崎
新
聞  

2
月
23
日 

　
長
崎
出
島
支
部
　
田
島 

光
浩  

会
員

長
崎
新
聞  

2
月
18
日

長
崎
浦
上
支
部
　
小
林 

征
春  

会
員
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事務局企業訪問 
すが、独立後は毎月の例会には必ず参加し、今なお皆
勤賞が続いています。この皆勤賞の記録は約740名の
会員の中でも群を抜く記録です。なぜ20年近く皆勤
賞が可能になるのか、その理由は「優先順位が一番高
い」ことにあります。同友会ではいろいろな学びの機
会がありますが、川下さんにとって一番の学びは「人
脈」です。横のつながりが薄い創業時、同友会に参加
することで共に語り、仲間が増えてきました。財産と
も言える人脈は他支部や他県にも生まれ、紹介での仕
事受注にもつながっているそうです。仕事がほしいと
いう色は出さずとも、仲間からの信頼を得て紹介につ
ながる。このモデルは営業職がいなくても受注につな
がる川下さんの人柄ならではであり、エムズ社の社風
でもあると感じます。
 

【想い】

　エムズ社の打ち合わせルームの壁にはたくさんの資
格証や施工写真が並びます。その真ん中に額に入った
経営理念がかけられています。
 

お客様の生命、健康及び財産の保護を図り
誠心誠意　真心をもって
お客様のニーズに応えます
エムズ・アーキテクチャー

 
　高校1年生、最初の建築の授業では建築基準法。そ
の一章総則第一条には「生命、健康及び財産の保護
を図り」と記されています。この授業で「医者は生
命、健康の保護まで。建築はそこに財産が加わる」と
教わったそうです。エムズ社の理念はこの最初の一文
を引用し、個人事業として立ち上げた時から想いは変
わっていません。
　専務は別会社をつくり、「シェアリングジム」とい
う新しいビジネスモデルも展開、もちろん川下さんも
応援しています。しかし本業はあくまでもエムズ社と
いう約束があります。佐世保支部でも新しいことに取
り組む若い会員が増え、川下さんも応援する姿勢を
持っていますが、経験則から教えてあげられることに
はアドバイスを忘れません。新しい挑戦への支援と変
えてはいけない根底の部分を自分の中でバランスよく
デザインしながら、今日も趣味であるラジコンのグラ
イダーを平戸の大空に飛ばす川下さんです。今後のご
活躍を心からお祈りいたします。

＜会社情報＞

（有）エムズ
〒859-6305　佐世保市吉井町直谷18 -12
電話／ FAX：0956-64-3793
HP：http://www.emuzu.jp/

（文責　事務局　峰　圭太） 

　今回の企業訪問は佐世保支部のチャーターメンバー

でもある（有）エムズ  川下  眞文  会員を訪問しました。

 
【モデルハウス「エムズの家」】

　国道204号線から松浦へ抜ける県道40号線沿い、佐
世保市吉井町にあるモデルハウス「エムズの家」。外
観はもちろんのこと、内装や導線、インテリアなど細
部まで行き届いたデザインセンスは「普通の家」と一
線を画すエムズ社自慢のモデルハウスです。「笑顔が
集まる家」「丘の上に立つ家」など一つの作品ともいえ
るエムズ社が施工する住宅は、川下さんが間取りなど
を考え、専務である息子の真廣氏（写真左。後方がエ
ムズの家）が今風にアレンジを行い、設計事務所と連
携しながら形になっていきます。1日1回は現場に赴き
状況を確認するという川下さんですが「大手の工務店
とは違い、受注から打ち合わせまですべて自分が担当
窓口となるので工事などは施主のイメージとのずれを
生むことなく進めることも強みの一つ」と話します。
引き渡した施主からいただく「すごい」という満足の
声も川下さんのモチベーションアップにつながります。
 

【エムズのスタート】

　中学の頃に建築関連の仕事に憧れ、熊本で様々な会
社で経験を積み佐世保に戻ってきた川下さんは当時立
ち上げたばかりの（株）とみたメンテ社に就職します。
1級建築士の資格を生かし20年勤続、2002年個人事業
所としてエムズ・アーキテクチャーを立ち上げました。
その後2004年に（有）エムズに法人化し、現在に至り
ます。専務、部長と3人で様々な現場を管理し、人口
減の市場においてもこだわりがある家を提供し他社と
の差別化を図っています。
 

【同友会の存在】

　1995年11月、とみたメンテ社の部長として佐世保
支部の立ち上げと同時に同友会へ入会した川下さんで
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＜入      会＞

＜復会（交代を伴う）＞

新入会員の皆さんです <２月入会・交代・復会 >（敬称略）

支 部 名 大村支部
氏 名 近

ちかむら

村　和
かずひろ

宏
企 業 名 行政書士 近村和宏事務所
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒856-0804 
大村市大川田町 1009-25

T E L 0957-55-8970 F A X 0957-51-7585

業 種 行政書士業

企 業 PR 主として防火・防災に関するコンサルティングや各種許可申
請・遺言相続業務を取り扱っています。

スポンサー 庄司　博昭

支 部 名 大村支部
氏 名 山

やまぐち

口　葉
は づ き

月
企 業 名 オムロプリント（株）
役 職 名

企 業 住 所 〒856-0016 
大村市原町84-3

T E L 0957-54-7000 F A X 0957-54-9588

業 種 総合印刷業

企 業 PR デザイン性の高い広告宣伝に関連した提案型営業と、創業
134年を誇る高い印刷技術を融合した総合印刷業。

前 会 員 久冨　文隆

支 部 名 諫早支部
氏 名 末

すえつぐ

次　司
つかさ

企 業 名 似顔絵 art -TANO-
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒854-0093 
諫早市本野町 721

T E L 080-1712-9472 F A X

業 種 似顔絵師

企 業 PR

長崎県内初!!協会公認似顔絵師です!!SNSやメールで写真を
パパッとおくるだけ!!写真から笑顔いっぱいの似顔絵をお届
けします!!プレゼントに!!記念に!!ビジネスに!!似顔絵を渡
しませんか??

前 会 員 林田　太一・上野　辰一郎

支 部 名 五島支部
氏 名 小

こやなぎ

柳　一
ひ ろ ゆ き

祐基
企 業 名（株）カネヒロ
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒853-0031 
五島市吉久木町 157-1

T E L 0959-72-8250 F A X 0959-76-3011

業 種 就労支援事業（障がい福祉サービス）

企 業 PR

就労移行支援と就労継続支援A型のサービスを行っていま
す。（株）カネヒロと申します。弊社は障がいをお持ちの方々
が自立できるように生活の訓練やお仕事の指導、サポートを
行っております。それぞれの利用者に合う支援を提供できる
よう心掛けています。

前 会 員 横山　嘉幸

支 部 名 大村支部
氏 名 濵

は ま だ

田　宏
ひろひさ

久
企 業 名（有）濵田屋 和風れすとらん浜田
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒856-0826 
大村市東三城町 7-1

T E L 0957-53-2188 F A X 0957-53-2189

業 種 飲食業

企 業 PR
お昼の定食から、宴会、法事などご予算に合わせてご用意い
たします。鱧料理、河豚料理などの特別料理のご相談も承り
ます。

スポンサー 庄司　博昭

支 部 名 諫早支部
氏 名 菅

すがはら

原　則
のりかず

和
企 業 名（有）菅原産業
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒859-0411 
諫早市多良見町東園 617

T E L 0957-43-2452 F A X 0957-43-2488

業 種 廃棄物処理業

企 業 PR
経営理念
・私達は、クリーンで地域の笑顔を創ります
・私達は、リサイクルで環境への優しさ、思いやりを創ります。

スポンサー 菅原　千代枝
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※詳細はe.doyu掲示板にも掲載しています。

《 働く環境づくり強化月間（3月） 》
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３月理事会  報告
新型コロナウイルス感染症対策のため　中止
／ e.doyu掲示板に掲示→承認依頼
3月3日（火）14時掲示 　3月5日（木）15時迄意見聴取

仲間づくりについて

₁）入会・交代・企業変更・退会の承認について
→入会16名・交代2名・企業変更2名・退会7名を承認

₂）仲間づくりの進捗状況・具体的活動状況について

協議・承認事項

₁）来期に向けて
①　大村支部・島原支部 活動方針案の確認について
→方針案を確認

②　定時総会について
→予算（案）を承認
 
③　第27回　経営フォーラムについて
→予算（案）を承認
 
④　青年部 九州・沖縄ブロック合同例会in長崎について
→開催日（2021年1月22日（金））、予算（案）を承認

 
報告・連絡事項

₁）2月 県本部・支部・委員会等の活動状況について

次回開催予定　4月8日（水）19時　つくば倶楽部

例会

1、各支部1月例会の「評価・検証」報告
2、座長・室長の役割について
3、2020年度に向けて
・例会企画書について
・2020年度の取り組みについて

経労

2-1　「経営者塾」の開催
　⇒各支部委員長に協力要請済
・大村支部
　⇒ 2/27　経営者のための財務講座
　　　　　 開催予定
・五島支部
　⇒ 2/2　 経営理念作成セミナー
・諫早支部
　⇒ 2/21　経営理念作成セミナー　開催
2-2　「経営指針実践セミナー」の開催
　⇒ 2/22 第 8 回開催
　　　　　 参加者 5 名／申込み 14 名
　　　　　 + ゲスト 1 名
　　 2/19 島原支部　第 5 回開催
　　　　　 参加者 8 名／申込み 13 名
2-3　県委員会と支部委員会活動の活発化
・2/25　長崎出島支部にて

情報
広報

1．広報誌　編集会議
2．ホームページについて
3．e.doyu利用
・1月アクセス状況は61％
4．その他・情報交換
・e.doyuユーザー基本情報への顔写真追加に

ついて
・佐世保支部 ソーシャルメディア活用ガイド

ライン導入について
・外部機関との定期的な交流の今後の検討
・YouTubeによる情報発信について

ビジョン
各委員会の“第5次ビジョン”進捗アンケート
の結果を、三役・ビジョン委員へ送信。

　　　　宇土委員長  報告
　⇒経営労働委員会の活動報告
2-4　その他
　第 5 次ビジョン達成に向けて
　・アンケート実施→ e.doyu にて配信
　　+ 各支部委員長が 100％回収を目指
　※各支部委員長へ回収促進依頼中

青年
経営
者会 

2/7 役員会。1 月の県南エリア例会の感想報告、
2 月県央エリア例会への参加状況についてなど、
また九州沖縄合同例会について議論しました。
2/20 に県南エリア例会が諫早支部との合同例
会として開催、貞松会員によるダイバーシティ
の報告でした。

ダイバー
シティ

2 月は、ダイバーシティに携わる例会が各支部
で行われました。
諌早支部　「ダイバーシティマネジメント」
　報告者：貞松  徹会員
大村支部　「外国人雇用」
　報告者：野副  智徳会員
島原支部　「ダイバーシティを知ろう」
　報告者：菅原千代枝会員、寺尾  昌晃会員

仲間
づくり

2 月 18 日　今年度最後の「仲間づくりの日」は、
各支部にご奮闘いただき、多数の入会申込書
をいただくことができました。ありがとうご
ざいました。
また、企業訪問や電話かけ等を行っていただ
いたことで、長崎県下一斉に同友会の事が語
られる日となったと思います。今回は入会に
至らなかった支部においても、近い将来の入
会者と出会った良い時間となったと思います。
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会員動向・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会　員　数（ ３月１日現在 ）

浦上 出島 大村 諫早 島原 佐世保 北松浦 五島 合計

目 標 134 130 125 100 90 200 45 38 900

期 首 113 112 97 91 68 181 42 31 735

現 在 111 113 102 89 65 179 37 33 729

退 会 者（敬称略）

会 員 名 会　社　名 支 部 名 入会年月
古 川 　 孝 司 （株）Green 長崎出島 2019年  2月
杜 　 　 　 東 セブンイレブン大村池田1丁目店 大 村 2018年 1月交代
富 永 栄 一 郎 元　（株）富建 大 村 1989年  8月
永 吉 　 杏 奈 （有）雲仙有機 島 原 2014年  3月
永 吉 　 　 誠 （有）壽物産 島 原 2012年  3月
河 野 有 希 也 洋食屋　ル・フルーヴァン 佐 世 保 2018年  5月
酒 見 慎 一 朗 クオリム（株） 佐 世 保 2018年  9月

●企業住所等変更
粕谷　武史  会員（諫早支部）

新FAX番号：0956-41-4180

平山　玲子  会員（五島支部）

新会社名：（株）レイワ

新役職：代表取締役

購入を希望される場合は、同友会事務局（095-822-0680）までご連絡をお願いします。

長崎県中小企業家同友会  第49回 定時総会のご案内
日時　4 月17 日（金）14：00 ～（第 1 部 定時総会）

第 3 部　懇親交流会  17：10 ～（19：00 終了予定）

会場：パークベルズ大村  大村市幸町 25-30  TEL ：0957-54-3131
会費：無料（懇親交流会参加の方は 5,000 円）
　　　キャンセル期限　4月8日（水）正午
※　「議案書・2020 年度活動のしおり」および決算・予算資料（後日送付）を
　　必ずご持参ください。出欠のご回答は、e.doyuよりお願いいたします。

第 2 部　記念講演　15：20 ～

「夢と感動を皆様に！」
～波乱万丈な我が人生、若者に支持される企業に至るまで！！～

（株）アクア（数々の人気番組のイラストを制作 !）
代表取締役社長　原田 弘良  氏（東京中小企業家同友会）

本書は、「働く環境づくりのガイドライン」の
作成・運用を通して働く環境の見直し・向上を
進めるための手引きです。「働く環境づくりの
ガイドライン」は、社員の「働く環境」につい
て現状や課題などを把握し、より良い方向に改
善していくための総合的な考え方・方法を示し
たものです。

A4 判 93ページ / 頒価 2,000円

働く環境づくりの手引き

本書は、「就業規則を労働基準監督署に提出す
る義務が無い」とされている 10 人未満の会社
で活用されることを目的にしたものです。求人
票、雇用契約書などをベースに３ステップで簡
単に就業規則をつくる方法を提案しています。 

（中同協監修　日本法令刊）

A5 判 63ページ / 定価（本体 500円 + 税）

就業規則のつくり方
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●長崎浦上支部・長崎出島支部合同例会

日 時 4 月 21 日（火）17：00 〜 21：00

会 場 ホテルニュー長崎

内 容 支部総会

17：00 ～ 18：00　長崎浦上支部・長崎出島支部総会

18：00 ～ 19：00　中同協鋤柄相談役記念講演

19：00 ～ 21：00　懇親会

●大村支部

日 時 4 月 23 日（木）18：30 〜 21：15

会 場 長崎インターナショナルホテル

内 容 支部総会

●諫早支部

日 時 4 月 22 日（水）18：30 〜 21：00

会 場 四季の蔵  食楽亭

内 容 支部総会

●北松浦支部

日 時 4 月 20 日（月）19：00 〜 21：00

会 場 松浦シティホテル

内 容 支部総会

●五島支部

日 時 4 月 24 日（金）

会 場 調整中

内 容 支部総会

●青年経営者会

日 時 調整中

会 場 調整中

内 容 調整中●島原支部

日 時 4 月 23 日（木）19：00 〜 21：00

会 場 HOTELシーサイド島原

内 容 支部総会

●佐世保支部

日 時 4 月 21 日（火）18：30 〜 21：00

会 場 グランドファーストイン佐世保

テ ー マ 支部総会

他支部の例会情報は、ホームページや e.doyu からも閲覧・参加申込可能です。

※新型コロナウイルス感染症の対応措置として3月中の行事を中止しております。

　4 月以降の行事開催につきましては、3月26日の三役会にて協議し、改めて告知させていただきます。

4 月例会・支部総会案内


